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国富町告示第17号 

 令和元年国富町議会第３回定例会を次のとおり招集する 

    令和元年８月28日 

                                国富町長 中別府尚文 

１ 期 日  令和元年９月２日 

２ 場 所  国富町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

橋詰賀代子君          山内 千秋君 

武田 幹夫君          緒方 良美君 

宮田 孝夫君          飯干 富生君 

水元 正満君          津江 一秀君 

河野 憲次君          福元 義輝君 

近藤 智子君          横山 逸男君 

渡辺 靜男君                 

────────────────────────────── 

○９月４日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○９月５日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○９月17日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和元年 第３回（定例）国 富 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和元年９月２日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        令和元年９月２日  午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

      報告第２号 平成３０年度国富町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第４ 認定第１号 平成３０年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第５ 認定第２号 平成３０年度国富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第６ 認定第３号 平成３０年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第７ 認定第４号 平成３０年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第８ 認定第５号 平成３０年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第９ 認定第６号 平成３０年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第７号 平成３０年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び平成３０年度国富

町水道事業会計決算の認定について 

 日程第11 議案第31号 令和元年度国富町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第12 議案第32号 令和元年度国富町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

 日程第13 議案第33号 令和元年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

 日程第14 議案第34号 国富町森林環境譲与税基金条例の制定について 

 日程第15 議案第35号 不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例について 

 日程第16 議案第36号 国富町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第17 議案第37号 国富町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 
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 日程第18 議案第38号 国富町廃棄物の適正処理、減量化及び資源化等に関する条例及び国富

町市街地広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

 日程第19 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

      報告第２号 平成３０年度国富町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第４ 認定第１号 平成３０年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第５ 認定第２号 平成３０年度国富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第６ 認定第３号 平成３０年度国富町綾川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第７ 認定第４号 平成３０年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第８ 認定第５号 平成３０年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第９ 認定第６号 平成３０年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第７号 平成３０年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び平成３０年度国富

町水道事業会計決算の認定について 

 日程第11 議案第31号 令和元年度国富町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第12 議案第32号 令和元年度国富町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

 日程第13 議案第33号 令和元年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

 日程第14 議案第34号 国富町森林環境譲与税基金条例の制定について 

 日程第15 議案第35号 不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例について 

 日程第16 議案第36号 国富町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第17 議案第37号 国富町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 
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 日程第18 議案第38号 国富町廃棄物の適正処理、減量化及び資源化等に関する条例及び国富

町市街地広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

 日程第19 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 橋詰賀代子君       ２番 山内 千秋君 

３番 武田 幹夫君       ４番 緒方 良美君 

５番 宮田 孝夫君       ６番 飯干 富生君 

７番 水元 正満君       ８番 津江 一秀君 

９番 河野 憲次君       10番 福元 義輝君 

11番 近藤 智子君       12番 横山 逸男君 

13番 渡辺 靜男君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 中島 達晃君     主幹兼議事調査係長 垣内  圭君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 中別府尚文君   副町長 ………………… 中山  隆君 

教育長 ………………… 豊田 畩光君   総務課長 ……………… 横山 秀樹君 

企画政策課長 ………… 瀬尾 孝徳君   財政課長 ……………… 横山 幸寿君 

税務課長 ……………… 斉藤 義見君   町民生活課長 ………… 渡辺 勝広君 

福祉課長 ……………… 重山 康浩君   保健介護課長 ………… 坂本 浩二君 

農林振興課長 ………… 中山 秀雄君   農地整備課長 ………… 長嶺 善行君 

都市建設課長 ………… 吉岡 勝則君   上下水道課長 ………… 大南 一男君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 児玉 和弘君 

教育総務課長 ………… 大矢 雄二君   社会教育課長 ………… 松岡  徳君 

学校給食共同調理場所長 …………………………………………………… 福嶋 英人君 
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監査委員 ……………… 山口  孝君                      

────────────────────────────── 

午前９時33分開会 

○議長（渡辺 靜男君）  おはようございます。 

 第３回定例会の開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 昨日は９月１日、防災の日でございました。防災の日は、１９２３年大正１２年９月１日に発

生した、死者・行方不明者１０万人以上出した関東大震災に由来し、関係省機関を初め、広く国

民が台風や地震等の災害についての認識を高め、これに対処する心構えを準備することとして、

制定された啓発日であります。南海トラフ地震は、今後３０年以内に７０％から８０％の確率で

発生し、死者３２万以上との想定があります。また、先日の九州北部大雨災害のように、いつど

こで大災害が発生するか、予測できません。災害に対する万全な備えが急務と考えます。 

 さて、９月、１０月の各種行事等の予定を見てみますと、今回の第３回定例会はもとより、昨

日は芸能の集いがありました。引き続き、中学校、小学校、保育園等の運動会、各地区での敬老

会、秋の全国交通安全運動、悲願の国富スマートインターチェンジの開通式、本町で初めての開

催となる町村議員大会、そして、町民祭と大きな行事等がめじろ押しでございます。このような

機会を町民の皆様と触れ合える絶好の情報交換の場と捉え、活動できればと念じております。 

 また、１０月１日からは、消費税率１０％への引き上げと幼児教育保育の無償化が実施されま

す。執行部及び議員各位におかれましては、多忙な対応の日々が続きますが、ご理解とご協力を

よろしくお願いをいたします。 

 以上で、冒頭のご挨拶といたします。 

 それでは、第３回定例会には、町長提出議案としまして、報告が１件、決算の認定が７件、補

正予算が３件、条例制定が５件、諮問が１件でございます。また、一般質問につきましては、

６名の議員が通告をされております。 

 なお、議事の進行に当たりましては、効率的な運営ができますよう、議員並びに執行部の皆様

にご協力をお願い申し上げまして、挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員数は１３名です。定足数に達しておりますので、令和元年国富町議会第

３回定例会を開会いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（渡辺 靜男君）  日程第１、会議録の署名議員を指名します。 
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 今期定例会の会議録署名議員は、国富町議会会議規則第１２２条の規定によりまして、飯干富

生君、河野憲次君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（渡辺 靜男君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の決定のとおり、本日から９月

１７日までの１６日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渡辺 靜男君）  異議なしと認めます。 

 したがいまして、会期は本日から１７日までの１６日間に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（渡辺 靜男君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 まず、町長から報告第２号についてお願いをいたします。町長。 

○町長（中別府尚文君）  おはようございます。 

 それでは、ただいま議題となりました報告第２号「平成３０年度国富町健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について」は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第

２２条第１項の規定に基づき、別紙のとおり報告するものであります。 

 以上、ご報告いたします。 

○議長（渡辺 靜男君）  次に、議会諸般の政務については、別紙の報告書のとおりであります

ので、ご了承ください。 

 次に、今期定例会に受理した請願及び陳情は、会議規則第８８条及び第９１条の規定により、

お手元に配付しました文書表のとおり、所管の常任委員会に付託をすることとなりましたので、

報告をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．認定第１号 

日程第５．認定第２号 

日程第６．認定第３号 

日程第７．認定第４号 

日程第８．認定第５号 

日程第９．認定第６号 

日程第１０．認定第７号 
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日程第１１．議案第３１号 

日程第１２．議案第３２号 

日程第１３．議案第３３号 

日程第１４．議案第３４号 

日程第１５．議案第３５号 

日程第１６．議案第３６号 

日程第１７．議案第３７号 

日程第１８．議案第３８号 

日程第１９．諮問第１号 

○議長（渡辺 靜男君）  日程第４、町長提出、日程第４の認定第１号から日程第１０の認定第

７号まで、並びに日程第１１の議案第３１号から日程第１９の諮問第１号までの１６件を一括し

て議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（中別府尚文君）  それでは、ただいま議題となりました認定第１号から諮問第１号まで

について、一括してご説明いたします。 

 その前に、監査委員に一言お礼を申し上げます。 

 平成３０年度決算を認定するに当たりまして、監査委員のお二方には、本町の財務に関する事

務を長期間にわたり慎重に審査いただきましたご苦労に対し、厚くお礼を申し上げます。審査の

過程でご指導いただきましたことは、今後十分留意しまして、より適切な事務の執行に務めてま

いります。 

 それでは、まず、認定第１号「平成３０年度国富町一般会計歳入歳出決算の認定について」ご

説明いたします。 

 今決算は、平成時代最後の決算となりましたが、私が町長に就任し編成した予算としては、

２度目の決算を迎えます。時代は令和へと変わりましたが、国においては、人口減少対策をはじ

め、社会保障問題、経済対策など多くの課題が残されたままであります。 

 本町におきましても、人口減少対策はもちろん、安心安全対策、地域の活性化など、急ぐべき

課題は多く、町長就任後、できる限りスピード感を持って、また優先すべき課題は思い切って予

算に反映し、対策に取り組んできたところであります。財政状況も厳しい中、２年余りでやれる

ことも限られておりますが、一定の前進はできたのではないかと思っています。 

 ３０年度はまた、これら当面する課題に加え、公共施設や農作物等に多大な被害をもたらした

台風２４号災害への対応、小中学校の熱中症対策や危険ブロック対策といった緊急事案の対応も

急がれました。このため、予期せぬ財政出動となりましたが、後回しできない案件として前向き
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に対策を進めてまいりました。このような状況の中にあって、懸案であった小中学校の空調設備

工事も思い切って前倒しし、実施することができました。 

 ３０年度の事業を幾つか挙げてみますと、まず、最重要課題である人口減少対策であります。

町長就任後、子育て支援の観点から、子ども医療費の拡充にまず取り組んだところでありますが、

３０年度は保育環境の整備に目を向け、保育士研修に積極的な保育所に対して研修費用を助成し、

質の高い保育の提供に努めました。また、園舎改築を計画していた保育園に対して、改築費用の

助成を行いました。 

 定住化対策では、平成２９年度に創設した定住促進基金を活用して、若者定住に向けた施策に

取り組みました。その一つ、「働く若者定住促進奨励金」については、事業初年度でもあり、決

算での実績はまだまだ少ない状況ですが、制度が浸透してきた今年度にかけて申請件数が増えて

きております。 

 次に、安心安全対策ですが、通勤、通学の安全性と利便性を確保するため、防災安全社会資本

整備交付金を活用して取り組んできた町道大坪殿尾線の改良事業が、７年の歳月を経てようやく

完成をいたしました。 

 新たな事業では、「第３次まち交」となる都市再生整備事業を導入し、防火水槽や街路灯、側

溝整備など５か年計画の事業に着手しました。 

 町単独事業では、長年の懸案事項であった町道萩原川上線、十日町須志田線の未改良部分につ

いて、局部改良の見通しがつきましたので、測量設計と一部用地取得を実施いたしました。今年

度中には、工事が完了する見込みであります。 

 そのほかハード事業では、道路橋梁の長寿命化修繕や県営事業によるため池整備や湛水防除事

業を積極的に推進しました。また、防災行政無線のデジタル化に向けて、設計業務に着手いたし

ました。情報が確実に、住民に届くように受信体制の検討もあわせて行ったところであります。 

 次に、地域の活性化対策ですが、昨年４月にオープンした地域交流拠点施設「交流プラザくに

とみ屋」は、その後も順調に運営が続けられております。運営する商工会には、いろんな工夫、

仕掛けをしてもらい、にぎわいの場、交流の場として、さらに盛り上げていただくことを期待し

ております。 

 スマートインターチェンジ開通も、いよいよ決定いたしました。開通に備え、ＥＴＣ車載機の

設置補助事業を昨年１０月から開始したところであります。町民の皆様にも大いにインターチェ

ンジを利用してもらい、町の活性化につなげてもらえればと思っておりますが、周辺環境整備に

ついては、土地利用構想を目下進めているところであります。 

 このほか、町民の健康づくり対策や農業、商工業の振興、生活環境の整備など可能な限り取り

組みました。 
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 健康づくり対策では、胃内視鏡検査やリスク検査の導入、糖尿病性腎症重症化予防対策や検診

対象年齢の引き下げなど、検診事業の充実に努めてまいりました。新規事業では、受診者を対象

に抽選で商品券を贈る健康応援事業をスタートさせました。町民に少しでも、検診への関心を持

ってもらいながら、受診率の向上につながることを期待しています。 

 農業関係では、次世代を担う農家の後継者対策、新規就農者の育成が急務であります。国の制

度事業にない親元就農者や独立就農者などに対し、支援金を交付する町独自の制度を開始いたし

ました。定住化対策にも、つなげていきたいと考えております。 

 商工業関係では、プレミアム商品券の発行支援や住宅リフォーム補助など、消費拡大や地域経

済の活性化に取り組みました。また、商工業小規模事業者の融資制度について、貸付枠の撤廃や

融資期間の延伸など、制度の拡充を平成２９年度から実施しており、利用実績は好調に推移して

おります。 

 生活環境面では、浄化センターにし尿を投入する前処理施設工事に着手いたしました。２年間

の継続事業として今年度末の完成を目指しており、合併処理浄化槽の整備とあわせて生活環境整

備を進めてまいります。 

 そのほか、高齢化対策ではふれあいいきいきサロンやシニア元気アップ運動を展開し、生きが

いづくりや介護予防に力を入れてまいりました。介護保険の事業では、地域で認知症を支える体

制づくりや医療と介護をつなぐ仕組みの構築など、社会福祉協議会や地域包括支援センターと連

携した超高齢社会への体制づくりに取り組みました。 

 また、高齢者を含めた交通弱者の足として新たな公共交通システムの構築が課題となっており、

任意の協議会から法定の地域公共交通会議へ発展させて検討を重ねてまいりました。その結果、

デマンド型乗り合いタクシー方式に方向性も定まり、今年度に実証実験を行うことにしておりま

す。 

 それでは、一般会計の決算の概要を申し上げます。 

 まず、決算額につきましては、歳入総額８４億４,５９８万３,１４２円、歳出総額８１億

７,９７７万７,５１９円で、前年度と比較して、歳入が３億５７４万５,７１９円、歳出が３億

２,０２３万３,４２０円、それぞれ減額となっております。これは、次年度への繰越明許費の予

算が、前年度に比べて大きく増加しているためであります。 

 決算収支につきまして、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、２億６,６２０万

５,６２３円で、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は、１億

９,０１５万８,６２３円の黒字となっています。実質収支のうち、９,６００万円を財政調整基

金に積み立てることにいたします。 

 次に、歳入状況につきまして、歳入総額は前年度対比で３.５％の減となっています。歳入総
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額に対する構成比は、地方交付税が２６.５％と最も大きく、次いで町税が２５.６％、国庫支出

金１３.１％、県支出金１０.４％、町債５.６％となっています。 

 歳出状況につきまして、歳出総額は前年度対比で３.８％の減となっています。歳出総額に対

する目的別の構成比は、民生費が４０.４％と最も大きく、次いで公債費が１１.５％、総務費

９.７％、農林水産業費９.１％、衛生費７.５％、教育費７.４％、土木費７.３％となっていま

す。 

 また、性質別の構成比では、義務的経費が５２.１％、投資的経費が８.６％、その他の経費が

３９.３％となっています。 

 そのほか、主な財政指標につきましては、財政力指数が０.５で前年度と同じであります。 

 経常収支比率は、９４.４％で、前年度より２.７ポイント上昇しております。歳出では、人件

費や扶助費等の経常的経費の増加が影響しておりますが、歳入では、町税、地方交付税の主要一

般財源の減収が大きな要因となっております。 

 最後に、地方公共団体財政健全化法における財政指標につきましては、「平成３０年度健全化

判断比率及び資金不足比率の報告書」に４つの指標を掲載しておりますが、実質赤字比率及び連

結実質赤字比率は、本町の一般会計と特別会計は実質収支が全て黒字であるため、赤字の比率は

発生しておりません。 

 実質公債費比率は、１０.２％で、前年度より０.１ポイント上昇しております。将来負担比率

は、８０.４％で、前年度より３.４ポイント低くなっています。わずかに指標の増減は見られま

すが、どちらも国の基準による健全な財政の範囲内に位置しております。 

 以上、一般会計の決算の概要を申し上げましたが、財政運営に当たりましては、町民の方々が

日々の暮らしに少しでも生きがいを感じられるよう、誠心誠意取り組んだところであります。議

会の皆様をはじめ、町民各位のご支援、ご協力をいただきましたことに、改めまして感謝を申し

上げます。今後も健全財政の維持に配慮しながら、効率的、効果的な行財政運営を心がけてまい

ります。 

 次に、認定第２号「平成３０年度国富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」、平成３０年度の決算規模は、歳入総額４億６,５７２万９,６６７円、歳出総額４億

５,５９８万５,６９２円で、前年度と比較して、歳入が１億５,６１６万９,５４０円、歳出が

１億５,５５９万３,４１２円それぞれ増加しております。増加した主な理由は、工事請負費等の

増によるものであります。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支ともに９７４万３,９７５円の黒字となってお

ります。 

 次に、認定第３号「平成３０年度国富町綾川雑用水管理事事業特別会計歳入歳出決算の認定に
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ついて」、平成３０年度の決算規模は、歳入総額８２４万１,０８２円、歳出総額７０６万

６,７００円であります。歳入につきましては、３０年度雑用水使用料金と２９年度繰越金であ

ります。 

 歳出につきましては、一般管理費５７７万４,２０５円、施設管理費１２９万２,４９５円とな

っております。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支ともに１１７万４,３８２円の黒字となってお

ります。 

 次に、認定第４号「平成３０年度国富町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」、平成３０年度の決算規模は、歳入総額２８億２,６７８万６,１１７円、歳出総額２８億

１,７４１万２,８０２円で、前年度と比較して、歳入が６億６８３万２,７８１円、歳出が４億

２,３５１万１,０８２円、それぞれ減少しております。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支ともに９３７万３,３１５円の黒字となってお

ります。 

 歳入の主なものは、県支出金１８億５,６０８万５,１６８円、国民健康保険税５億３,５１４万

１,５３７円、繰入金２億２,８４３万３,４５６円、繰越金１億９,２６９万５,０１４円であり

ます。 

 歳出の主なものは、保険給付費１８億４,０４６万９８３円、国民健康保険事業費納付金７億

５,７６３万９,０５０円、基金積立金９,８９０万８,０００円であります。 

 次に、認定第５号「平成３０年度国富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」、平成３０年度の決算規模は、歳入総額２億２,９０８万６,５２３円、歳出総額２億

２,７３０万１,３７０円で、前年度と比較して、歳入が４２８万７,６０６円、歳出が５１１万

７,３０６円それぞれ増加しております。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支ともに１７８万５,１５３円の黒字となってお

ります。歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料１億３,３０６万６,３００円、繰入金

９,１０１万８,２９５円であります。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金２億１,８３３万８,８９９円で、歳出総額

の９６％を占めております。 

 次に、認定第６号「平成３０年度国富町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、平

成３０年度の決算規模は、歳入総額２３億６,５３９万５,０５２円、歳出総額２３億６,２５８万

１,９５３円で、前年度と比較して、歳入が１億３２万２,４８６円、歳出が１億４,５２７万

３,０６６円それぞれ増加しております。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支ともに２８１万３,０９９円の黒字となってお
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ります。歳入の主なものは、介護保険料４億１,５７４万５,９００円、国庫支出金６億

１,７０８万１,８０８円、支払い基金交付金５億９,２６０万９,０００円、県支出金３億

１,６３２万８,４０６円、繰入金３億７,３７２万６,７４７円であります。 

 歳出の主なものは、総務費７,５１３万６１１円、保険給付費２１億２,００１万９,７００円、

地域支援事業費１億３,２９５万３,２５３円となっております。 

 次に、認定第７号「平成３０年度国富町水道事業会計剰余金の処分及び平成３０年度国富町水

事業会計決算の認定について」、剰余金の処分につきましては、資本的収支の不足額を減価償却

費等では補填できないため、減債積立金を２,２０８万６,８４０円取り崩して対応しました。こ

の取り崩し額をそのまま利益剰余金へ加算した後、同額を自己資本金へ組み入れ、さらに

２,３７７万９,０４５円の現金増が生じたことから、２,０００万円を減債基金へ積み立てる剰

余金処分（案）をご提案いたします。 

 決算状況につきましては、消費税及び地方消費税抜きの収益的収支では、収入４億２,９８８万

９,４９５円、支出３億９,４３４万４,６１５円で、前年度と比較して、収入が２,０２２万

９,８２５円、支出が２,７６９万８９１円それぞれ減少しておりますが、差し引き３,５５４万

４,８８０円の純利益を生じております。 

 資本的収支では、収入７,３６０万円、支出２億５,７２３万５,４２４円で、前年度と比較し

て、収入が１９０万円増加し、支出が１５５万５,６５７円減少しておりますが、差し引き不足

となる１億８,３６３万５,４２４円につきましては、損益勘定留保資金等で補填いたしました。 

 主な事業としましては、籾木配水池計装設備更新工事、日の出団地内配水管布設替え工事など

を実施いたしました。 

 利用状況につきましては、区域内給水人口が１万８,９５８人と前年度に比べて２０９人の減

となり、現在、給水区域内人口に対する普及率は９９.５％となっております。 

 次に、議案第３１号「令和元年度国富町一般会計補正予算（第３号）について」は、国・県の

制度事業や町単独事業、災害復旧事業に伴う経費等を主に補正するもので、補正額は１億

４,０３２万５,０００円、補正後の予算規模は８９億８,５５８万円となります。 

 国・県の制度事業では、消費税増税に伴い、１０月から予定される幼児教育・保育の無償化に

ついて関連予算の補正を行うほか、自動車取得税の廃止に伴い、新たに創設される環境性能割交

付金、軽自動車税環境性能割を科目予算として計上しております。 

 また、税制改正に伴い、交付が見込まれる森林環境譲与税の見込み額を計上し、歳出では、同

額を今議会に提案しております国富町森林環境譲与税基金への積立金として計上しております。 

 そのほか、県営事業として採択された国富前田第２地区急傾斜地崩壊対策事業に係る町負担金

や、県単土地改良事業採択に伴う嵐田地区排水路整備に係る工事請負費を追加しております。町
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単独事業では、来年度から導入される会計年度任用職員制度に伴う人事給与システム改修業務委

託費や、実績増が見込まれる「働く若者定住促進奨励金」を追加計上しております。 

 また、公共施設等適正管理推進事業の起債事業として採択を受けた町道の舗装補修事業を計上

するほか、台風や長雨等の影響を受け、緊急土地改良施設維持補修費や緊急道路等維持補修費、

生活環境整備工事費を追加しております。 

 災害復旧事業では、農業用施設災害復旧費として８か所の復旧工事費を計上しております。 

 以上、補正の概要を申し上げましたが、これに充てる財源は、国県支出金７,８０３万

２,０００円、繰越金２,８５９万７,０００円、町債６,６７０万円などを見込んでおります。 

 次に、議案第３２号「令和元年度国富町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て」は、退職被保険者等療養給付費の増額に伴う歳入歳出の追加を行うものです。 

 補正額は５００万円で、補正後の予算規模は２７億５,５０４万５,０００円となります。 

 次に、議案第３３号「令和元年度国富町介護保険特別会計補正予算（第１号）について」は、

平成３０年度介護給付費負担金等の確定に伴う国・県支払基金返還金の追加を主に行うものであ

ります。 

 補正額は２,０４６万７,０００円で、補正後の予算規模は２４億３,３２６万７,０００円とな

ります。 

 次に、議案第３４号「国富町森林環境譲与税基金条例の制定について」は、国から森林環境譲

与税が譲与されるため、本町が実施する森林の整備及びその促進に関する施策の財源に充てるこ

とを目的として基金を設置するため、この条例を制定するものであります。 

 次に、議案第３５号「不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例について」は、不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行による工業標準化法の

改正に伴い、規格の名称が「日本工業規格」から「日本産業規格」に改正されたことにより、関

係条例の改正を行うものであります。 

 次に、議案第３６号「国富町印鑑条例の一部を改正する条例について」は、住民基本台帳法施

行令の一部改正により、住民票の記載事項に旧氏が加えられることなどに伴い、関係条文の改正

を行うものであります。 

 次に、議案第３７号「国富町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例につい

て」は、災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、本町の災害援護資金の貸付利率を

年３％から年１.５％に引き下げる改正等を行うものであります。 

 次に、議案第３８号「国富町廃棄物の適正処理、減量化及び資源化等に関する条例及び国富町

市街地広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について」は、本年１０月１日か

ら予定されております消費税及び地方消費税の増税によるもので、現在８％で設定している手数
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料及び使用料におきまして、１０％を考慮した改正を行うものであります。 

 次に、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて」は、

令和元年１２月３１日をもって任期満了となります近藤恵氏を再度推薦するため、ここに提案す

るものであります。近藤氏は人格・識見ともに高く、人権擁護委員としてふさわしい方であると

考えますので、ここに議会の意見を求めるものであります。 

 以上、概要をご説明いたしましたが、補足説明の必要なものにつきましては、主管課長に説明

いたさせますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（渡辺 靜男君）  補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（横山 幸寿君）  それでは、議案第３１号「令和元年度国富町一般会計補正予算

（第３号）」につきまして補足説明をいたします。 

予算書の１ページをお願いいたします。１ページ、第１条におきまして、今回の補正額は１億

４,０３２万５,０００円を追加するものであります。 

 第２条の債務負担行為の補正については６ページに、第３条の地方債の補正については７ペー

ジにそれぞれ掲載しております。 

 それでは、６ページをお願いいたします。第２表債務負担行為補正については、小中学校の教

育用コンピューター等リース事業を追加するものでありますが、現行教科書に添付されているＱ

Ｒコードを読み取り、教室の大型モニターに投映しながら幅広い内容の授業を行うため、リース

事業により、無線ＬＡＮ設備やタブレットパソコン等を整備するもので、来年度以降のリース料

について債務負担行為を設定するものです。新学習指導要領に基づくＩＣＴ教育環境整備の一環

として、年度内に環境を整備し、来年４月からの活用を予定しています。 

 ７ページをお願いします。第３表地方債補正については、１の追加については、梅雨前線豪雨

等により被災した農業用施設について、現年発生補助災害復旧事業の財源として町債を追加する

ものです。 

 ２の変更の道路橋梁整備事業については、公共施設等適正管理推進事業の起債事業として採択

された舗装補修事業の財源として、急傾斜地崩壊対策事業については、県営事業として採択され

た国富前田第２地区急傾斜地崩壊事業に係る町負担金の財源として、それぞれ町債を追加するも

のです。 

 それでは、事項別明細書の歳入１７ページをお願いいたします。 

 まず、１款町税、軽自動車税の２目環境性能割については、消費税増税に伴って自動車取得税

が廃止となり、軽自動車税の取得に対しては、軽自動車税環境性能割が新たに課税されることに

なりますが、収入額が見込めないことから、１,０００円を科目予算として、計上しております。 

 次の２款地方譲与税、森林環境譲与税については、制度改正によって新たに創設され、森林環
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境整備の促進等を目的に市町村に交付されるもので、私有林、人工林面積や林業就業者数、人口

をもとに案分した見込み額を計上しており、歳出では、今議会に提案されている国富町森林環境

譲与税基金への積立金として、同額を計上しています。 

 １２款分担金及び負担金の２項負担金の保育所運営費利用者負担金については、消費税増税に

伴い１０月から予定される幼児教育・保育の無償化により見込まれる保育料の減額分を計上して

おります。 

 次の１４款国庫支出金、国庫負担金の特定教育・保育施設給付費負担金、子育てのための施設

等利用給付費負担金については、同じく無償化に伴って増額する教育・保育給付費及び幼稚園等

の一時預り保育の施設利用給付費にかかる国の負担分、基準額の２分の１を計上しております。

県支出金では、同様に県の負担分基準額の４分の１を計上しております。 

 １８ページをお願いいたします。１４款国庫支出金、国庫補助金の２目民生費補助金、２節の

児童福祉費補助金の子ども・子育て支援臨時交付金については、無償化に伴って増加する町の負

担分、基準額の４分の１については、今年度に限り国が１００％を補助するものであります。 

 １５款県支出金の県負担金、４目災害復旧費負担金については、梅雨前線豪雨等により被災し

た農業用施設災害復旧費に係る県の負担金です。同じく、１５款県支出金の県補助金の総務費補

助金の１行目、移住支援補助金と２行目、ひなた暮らし実現応援事業補助金については、県が主

体となり、県内市町村と連携して行う移住支援事業に対して事業費の４分の３を補助するもので

すが、内容については歳出で説明をさせていただきます。 

 同じく、県補助金の４項農林水産業費補助金、農業費補助金の県単土地改良事業費補助金につ

いては、採択のあった嵐田地区排水路整備工事に係る県の補助金で、歳出では工事請負費

１４１万円を計上しております。 

 １９ページをお願いします。１９款繰越金については、平成３０年度繰越金のうち、今回の補

正に要します一般財源の必要額を計上しております。 

 １９ページの２１款町債については、先ほど地方債補正で説明したとおりですが、歳出では、

それぞれ舗装補修工事費、県営急傾斜地崩壊対策事業負担金、災害復旧工事費を計上しておりま

す。 

 ２０ページをお願いします。２２款環境性能割交付金でありますが、今回新たに設定される款

になります。消費税増税に伴って自動車取得税が廃止され、軽自動車税の取得については軽自動

車税環境性能割が課されるということは、先ほど説明申し上げましたが、軽自動車を除く自動車

の取得については、県税として自動車税環境性能割が課されることになります。その一定割合が、

環境性能割交付金として市町村に交付されるもので、軽自動車税環境性能割と同様に、１,０００円

を科目予算として計上しております。 
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 次に、歳出でありますが、歳入で説明しました項目については、説明を省略させていただきま

す。 

 ２３ページをお願いいたします。２款総務費、総務管理費、一般管理費の会計年度任用職員制

度対応人事給与システム改修業務委託料については、制度改正により来年度から導入される会計

年度任用職員制度に伴い、現行の人事給与システムの改修を行うものです。６目企画費の８節報

償費の働く若者定住促進奨励金については、実績見込みの増加に伴い奨励金を追加しております。 

 次の１９節負担金補助及び交付金の移住支援金及びひなた暮らし実現応援移住支援金について

は、歳入でも説明しましたが、県が主体となり、県内市町村と連携して行う移住支援事業で、移

住支援金については、東京圏からの移住者で、県が選定した企業に就職した者に対して支援金を

交付するもので、国の補助対象事業となります。また、ひなた暮らし実現応援移住支援金につい

ては、東京圏以外からの移住者で、県の選定企業に就職した者あるいは一定の事業に就業した者

に対して支援金を交付するもので、県独自の支援事業になります。１世帯１００万円、単身の場

合は６０万円を上限に支援金を交付するもので、それぞれ１００万円を予算計上しております。 

 ２４ページをお願いいたします。３款民生費の児童福祉費、２目児童措置費の１３節委託料、

特定教育・保育施設給付委託料は、幼児教育保育無償化に伴って負担増となる幼稚園、保育園へ

の委託料を追加するものです。 

 ２０節扶助費の子育てのための施設等利用給付費については、幼稚園等の一時預かり保育の利

用料も今回無償化の対象となるため、施設利用給付費として所要額を計上しております。 

 ２５ページをお願いいたします。５款農林水産業費の７目農地費の需用費では、豪雨災害等に

より緊急土地改良施設維持補修費を追加しております。 

 ２６ページをお願いします。７款土木費、道路橋梁費の２目道路維持費では、同じく豪雨災害

等により緊急道路維持補修費を追加するほか、生活環境整備工事１地区を計上しております。 

 ２７ページをお願いいたします。９款教育費では、豪雨災害等により緊急的に必要な小中学校

施設の修繕料をそれぞれ追加しております。 

 最後に、２８ページの災害復旧費、農業用施設災害復旧費については、豪雨災害等による８か

所の復旧工事費を計上しておりますが、対象箇所については議会資料に掲載しておりますので、

ご参照ください。 

 以上で、補足説明を終わります。 

○議長（渡辺 靜男君）  ほかにございませんか。 

 この際、平成３０年度決算認定に対する監査委員の審査報告を求めます。代表監査委員。 

○監査委員（山口  孝君）  それでは、監査委員を代表いたしまして、平成３０年度国富町一

般会計、平成３０年度国富町公共下水道事業特別会計、平成３０年度国富町綾川雑用水管理事業
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特別会計、平成３０年度国富町国民健康保険事業特別会計、平成３０年度国富町後期高齢者医療

特別会計、平成３０年度国富町介護保険特別会計及び平成３０年度国富町水道事業会計の各決算

について、審査の結果をご報告申し上げます。 

 まず、審査に当たりましては、一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、事項別明細書、実質

収支に関する調書及び財産に関する調書が、関係法令に基づいて様式等が作成されているか、計

数は正確であるか、決算書と事項別明細書の間で予算現額、収入済み額及び支出済み額等の金額

は一致しているか、翌年度繰越額は繰越計算書の金額と一致しているか、違法または不当な支出

はないか、２９年度決算における３０年度への繰越金は相違なく３０年度の歳入に計上されてい

るか、収入・支出科目の誤りはないか、予備費充用及び予算流用の理由や手続は正確であるかな

ど、関係書類による照合を行いました。あわせて、予算の執行状況及び決算の内容について、事

業の実施状況や不用額発生の要因等、関係職員から説明を求めるとともに、年度比較による増減

の内容等を審査いたしました。 

 次に、水道事業会計の審査に当たりましては、決算書類について地方公営企業法及びその他関

係法令に基づいて作成されているかを確認し、それらの計数が正確であるか、経営成績及び財政

状態を適正に表示しているかなど、関係書類による照合を行いました。あわせて、決算の内容、

事業の執行状況等について、関係職員から説明を求めるとともに、年度比較による経営内容等を

審査いたしました。 

 詳細につきましては、提出しております平成３０年度国富町決算審査意見書に記載しておりま

すので、概要について申し上げます。 

 最初に、一般会計についてであります。決算額は歳入総額８４億４,５９８万３,１４２円、歳

出総額８１億７,９７７万７,５１９円で、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、２億

６,６２０万５,６２３円で、形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許費繰越額）

７,６０４万７,０００円を差し引いた実質収支は、１億９,０１５万８,６２３円の黒字となって

おります。さらに、単年度収支は５,４９５万２,２９９円の赤字、実質単年度収支は４億

１,６０１万２９９円の赤字となっております。 

 次に、公共下水道事業特別会計について、決算額は、歳入総額４億６,５７２万９,６６７円、

歳出総額４億５,５９８万５,６９２円で、決算収支については、形式収支、実質収支ともに

９７４万３,９７５円の黒字となっております。 

 次に、綾川雑用水管理事業特別会計について、決算額は、歳入総額８２４万１,０８２円、歳

出総額７０６万６,７００円で、決算収支については、形式収支、実質収支ともに１１７万

４,３８２円の黒字となっております。 

 次に、国民健康保険事業特別会計について、決算額は、歳入総額２８億２,６７８万６,１１７円、
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歳出総額２８億１,７４１万２,８０２円で、決算収支については、形式収支、実質収支ともに

９３７万３,３１５円の黒字となっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について、決算額は、歳入総額２億２,９０８万６,５２３円、

歳出総額２億２,７３０万１,３７０円で、決算収支については、形式収支、実質収支ともに

１７８万５,１５３円の黒字となっております。 

 次に、介護保険特別会計について、決算額は、歳入総額２３億６,５３９万５,０５２円、歳出

総額２３億６,２５８万１,９５３円で、決算収支は形式収支、実質収支ともに２８１万

３,０９９円の黒字となっております。 

 次に、水道事業会計については、税抜きで収益的収入額４億２,９８８万９,４９５円に対し、

収益的支出額は３億９,４３４万４,６１５円で、差し引き３,５５４万４,８８０円の純利益を生

じております。この純利益に、前年度繰越利益剰余金３,５１２万８,７６０円及びその他未処分

利益剰余金変動額２,２０８万６,８４０円を加えた９,２７６万４８０円が、３０年度未処分利

益剰余金となります。 

 また、資本的収入及び資本的支出については、資本的収入額７,３６０万円から資本的支出額

２億５,７２３万５,４２４円を差し引き、１億８,３６３万５,４２４円の不足を生じております。

この不足額は、当年度分損益勘定留保資金等で補填されております。 

 以上、平成３０年度各会計の決算審査に当たりましては、初めにも申し上げましたが、歳入歳

出ともに綿密に関係帳簿及び証書類と照合し、慎重に審査を行いました。 

 その結果、一般会計、公共下水道事業特別会計、綾川雑用水管理事業特別会計、国民健康保険

事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計及び水道事業会計を通じて、決算に

おける計数に誤りはなく、関係書類もよく整備され、会計経理は適正であったことを認めました。

また、水道事業会計については、経営成績及び財政状態を適正に表示していることを認めました。 

 次に、地方自治法第２４１条第５項に規定する基金の運用状況については、適正に運用されて

おり、各基金の運用状況調書の計数は、いずれも正確であったことを認めました。 

 平成３０年度行財政の運営は、非常に厳しい状況の中にあって、人口減少対策や高齢者対策、

安心安全対策を初め、各方面において町民福祉の増進が図られたものと認められます。 

 最後に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に

より審査に付された、平成３０年度決算に基づく国富町健全化判断比率及び資金不足比率等の書

類は、審査の結果、いずれも適正に作成されているものと認められますので、別冊で配付いたし

ております審査意見書のとおり報告いたします。 

 以上、審査の概要を申し上げ、あわせまして、関係各位の審査に対するご協力に感謝申し上げ

まして、審査報告といたします。 
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────────────・────・──────────── 

○議長（渡辺 靜男君）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 よって、本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。 

午前10時26分散会 

────────────────────────────── 

 

 


